




研究目的及び方法 

行政、保健所における健診は、生後 3か月、1歳 6か月、3歳児で実施され、ここで発見さ

れ、異常を疑われた乳幼児には精密健診票が交付され、専門医療機関を受診し、検査・診

療が行なわれてきた。 

最近はきめ細かな継続健診が保健所においても実施され、病院においても治療のみならず

健診・保健指導に力を入れる施設があり、さらに地域医師会による健診システムも行なわ

れ、乳幼児の健康維持増進に新たな時代を迎えている。 

このような時代に、それぞれのシステムにおいて要精密健診とされる頻度を検討し、診断

基準の統一と、地域事情に応じた健診体制を考えることが必要であるので本調査を実施し

た。 

行政直営の健診としては北海道および札幌市、病院としては札幌天使病院と仙台赤十字病

院、医師会の健診システムとしては福岡市(7 月と 12 月)、三重県津市(大学、医師会、保

健所で共通の健診カード使用、4、10 月)および川崎市(10 月)の健診成績を検討した。 


